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１．はじめに 

国連の予測によると，世界の人口は 2050 年には 98 億人にまで増加する。同時に都市への人口集中

が進み，世界の都市人口は現在の 1.8 倍，63 億人に達すると予測されている。結果として都市が必要

とする水・食料・エネルギーの需要は，1.6 倍から 1.8 倍に達する見込みで，現在の生活水準を維持

するためには，地球二つ分の資源が必要になるだけでなく，これまで人類が築き上げてきた都市イン

フラを 2050 年までにもう一セット用意しなくてはいけない。また，現時点においても，気候変動に

伴う自然災害の増加，経済成長に伴い拡大する格差が生み出すテロ・犯罪など，都市経営において数

多くの課題が山積している。 
一方，技術革新は近年ますます加速しており，特に AI（人工知能）・IoT（もののインターネット）

に代表されるデジタル技術の進化は目覚しいものがある。デジタル化された社会インフラから得られ

る様々な情報をつなぎ合わせ，状況を俯瞰的に理解・適切な意思決定を行うことにより，資源浪費の

防止，犯罪の抑制など都市の様々な課題を解決しようという動き，すなわちデジタルトランスフォー

メーション（DX）の実世界への導入が世界各国で盛んになってきた。日本でも，Society 5.0 の名の

もとに先進の情報通信（ICT）技術によって社会の変革を目指そうとしている1)。AI は DX を支える

中核技術であり，その進化が種々の社会課題解決に果たす役割は大きい。 
本稿では，様々な社会システムのデジタルトランスフォーメーションの事例を，それを支える最先

端 AI 技術とあわせて紹介する。 

 
２．DXに貢献するAI技術 
2-1 DX による社会課題の解決 
デジタルトランスフォーメーション（DX）とは，ICT 技術により我々の生活・業務のあり方，社

会システムをより便利・快適・効率的なものに変えることによって，社会課題の解決を図るものであ

る。より具体的に言えば，実世界の状況・イベントをデジタル化してサイバーの世界で再現，人，モ

ノ，コトを有機的につなぎ合わせることによって新しい価値を生み出すのが DX である。例えばオフィ

スワークにおいては，チームメンバー一人ひとりの行動を観察し，能力・適性・好みなどをもとに適

切な業務を適切な時間場所に割り振ることによって，チーム全体のパフォーマンス向上を図るといっ

た効果が期待できる。 
図 1に DX のフレームワーク概念図を示す。本フレームワークは 5 つのフェイズで構成される。①

実世界を様々なセンサーを使ってデジタル化，②意味・コンテキストを理解（見える化），③理解した

ファクトの背景にあるルール推定や論理推論を行って推察される未来を予測（分析），④予測結果が望

ましいのであればそれを拡大，望ましくないのであればそれを抑制する施策を立案（対処），⑤施策を

アクチュエータにより実世界で実行する。これら 5 段階のプロセスのうち，①⑤がいわゆる IoT 技術

であり，②③④が AI 技術と呼ばれるものである。AI 技術とは計算機など人為的手段により人間の知


